
お問い合わせ 
実行委員会事務局  
℡：092‐682‐8535  

E-mail:9dai.koen.2008@gmail.com 

チケット情報  

九州大学六本松・箱崎キャンパス生協にて販売 

 学生以下 300円 一般 500円 

日時；2008年11月21日（金）  

場所；九州大学六本松キャンパス  

新１号館 N110教室 
 

○第一回 受付開始13：00 開演13：30 

13：30～14：30 基調講演「見えない隣人としてのマイノリティ」 

14：45～15：30 パネルディスカッション 

 

○第二回 受付開始17：00 開演17：30 

17：30～18：30 基調講演「見えない隣人としてのマイノリティ」   

18：45～19：30 パネルディスカッション 
 

★各ディスカッションののち、フリートークをお楽しみください。 

◆楠原 彰 氏  
國學院大學教授 日本ボランティア学会所属 

専門分野：第三世界の貧困 少数派差別問題 

著書『世界をよこせ！こども若者とともに』 

『南と北のこどもたち 他者・世界へ』他多数 

 

 

◆利光 美樹 氏 
全国青い芝の会会員。九州大学において、ここ十数年

にわたり、学生との関係をつくることを目指して活動

を継続中。 

 

◆池崎 翔子 氏  
九州大学大学院生物資源環境科学府 脳性マヒの女性

障害者と関わりながら、その家族と良好な関係を作っ

てきた九大生の一人。 

 

◆伊藤 健二郎 氏 
國學院大学1年。海外でホームステイを経験後マイノリ

ティ問題に関心を持つ。講義で利光徹氏と出会い、今

回の企画に参加を希望。 

脳性マヒ者である利光夫妻（美樹さん・徹さん）は、九州大学において三十数年間にわ

たり、『地域社会で当たり前に生きていくこと』の意味を学生たちに伝え続けています。

ここ十数年間は、美樹さんが子育ての合間を縫って九州大学で活動を続けていますが、そ

んな彼女の存在を、あなたは知っていますか？  

 現代社会においても、利光夫妻のような“生きたいけれども（社会的に）生きにくい

人々”が存在するという事実。そのような事実を多くの人々に知ってもらい、彼らととも

に生きていくために、今、私たちがなすべきことについて、様々な立場の人々と一緒に考

えたいと思っています。基調講演には楠原彰先生をお招きし、基調講演後に講演者を交え

たパネルディスカッションを企画しています。多くの方々のご参加をお待ちしています。 

◆近隣アクセス◆ 
バス：JR博多駅→西鉄バス→六本松停留所 
 
地下鉄：JR博多駅→地下鉄空港線→天神駅下車 
       →天神南駅（地下鉄七隈線）→六本松駅 

主  催 ： 九大祭講演会実行委員会  

協  賛 ： 第61回九大祭実行委員会 読売光と愛の事業団  

後  援 : 福岡市 福岡市教育委員会 朝日新聞社 毎日新聞社 

九大祭HP ： http://qfes2008.xxxxxxxx.jp 

会場はこちら 


